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日 本 産 倍 足 類 及び 奮 足 類 の 分 類 學 前 研究 II. 
ヤマ トバ パパ ヤセ スジ デ 馬 の 2 新種 と 1 新 現 種 に つい て 
好 保 徳 (愛媛 落 松 山北 高校 ) (1951 年 2 月 7 日 受領 ) 


ヤマ トバ バ ヤ メデ 記 Japonaria に つい 、 て の 筆者 の 考え 又は Japonaria Bokss hoB oR 
選 な ど に つい て は , か つて Acta Arachnologica 11, (3/4), "49 の 中 で か な も 詳細 に 流 べ た の で こと こと で それ 
を くり か えす こと は し な い 。 本 股 の ヤス テ は 日 本 義 の ヤス デ 店 最も 大 形 の る の で あり , HEIJER L 
く 類 仏 し て いる 。 そ れ で 種 の 検索 表 を 作る よう な 場合 に は 症 と し て その 生 将 肢 の 形態 に よる の で ある ヵ 5。! こ 
の 邊 殖 朋 の 形態 の 相 遅 が は た し て 種 の ちがい を 決定 する る の か どう か の 問題 は 息 は と の 属 の み に か ん する 簡 
旦 な 問題 で は な い 。 し か し 筆者 は 未だ 種 の 標 租 と し て と りあ げた 程 の 生殖 肢 の 形態 の 相違 が ぶ , Bittium 
な る 興 異 に すぎ な いる の で ある と 剛 定 し て いい よ 5 RUE HEIZ Dis. けれ ど ゃ 一 方 , 同一 地 
方 に は 同じ 形態 の 生 径 肢 を も つる の が 棲ん で いて , 地理 前 に 他 地方 の 君 と は 生 列 肢 の 形態 が もち 2 ふつ て いる と 
い 5 事 綿 は これ を 認め て いる 。 た と えば ぼ , Japonaria acutidens で は 端 肢 の 先端 近く に ある 外 枝 が ポ 喘 肢 の 先 
敵 よ り 短い の で ある が , こ の 種 は 現在 迄 の と ころ 歌 東 地 方 , 中 部 地方 東部 の 各地 か ら 採 集 さ れ て いる けれ ど ふ 
それ 以外 の 地方 か ら の 搾 集 記 銀 か なく, menu: Japonaria marmorata . は 近 
喜 地 方 友 び 中 國 同 方 に 分 布 し て いる のみ で あ り , こ に 記載 し た Japonaria longispin: sa n. sp. は 外 枝 が 
MRAR DDARU EO CEST ED DB Dre EED 2E 
ACERTA DEREDE TO, と いう 5 事 宮 で ある 。 そこ で これ ら の 3 種 は 1 Mion 
と 見 る こと る ぁ る 可能 で あら 5 が ,。 し か し その よう に 剛 定 し て いい 資料 を 今 の と こ SER OT TUN 要 - す 
る に 筆者 は 従来 分類 革 の 方 法 の 上 に 立つ て , CORE EL 
こり あげ る こと に する 。 無論 生殖 股 以 外 の 展 態 的 標 徴 は 宣 融 で ある 。 

1. Japonaria spathulata n. sp. (ヘラ アシ ババ ヤス デ =) 

REJ 45mm, EIR 7mm, T a n Ti, E E 後 
AAM 11 節 か ら 徐 方 へ 角 状 に 突出 し て いて 後方 程 状 し い 。 胸板 は 座 滑 で 毛 ぉ な く , 歩 肢 に あぁ る 基 節 先 
躍 腹面 の 彫 鑑 突 超 , 腺 節 先 麗 腹 面 の 到 は と も る に 大 夫 第 9 歩 肢 か ら は じ ま る 。 雄 の 第 :3 第 介 虹 肢 の ある 胸板 に 
RE KOREO RRA UD bbo ER: WED RTEA C ARRO pA L RRR DRS T D 

D EPROR RO RRR N WEO PEN e , その 基部 に 近く 1 oowh A. BB 
TERN A A EIS, これ に は 後 毛 が 生じ て いる 。 BE: Er& (2282) 1896 m, 
村上 好 央 探 集 (Fig. 1). 

2. Japcnaria lengispinosa n. Sp.・( イ ヨ バ バ ヤ ス デ ) 

EERS 45--52mm, 2.45—53mm, $M 5 7.5—8mm, ゃ 7.5 一 8.5mm, Br NER MIEN LO 
LTD. MEDSTITOREITERNIES Jared 6—7 Ben doa 3 REIT BOT. 
る 。 基 師団 は 筑 14 iD, BEERA 11 EDDI: UE 20856 EI ABO HEERES D bo Min 
第 3 第 4 EOR 2 ROH AED 3 0 生殖 股 は J. acutidens に よく 似 て いる 。 けれ ど ゃ 外 枝 は 端 
肢 敵 より は る か に 長い 。 精 潮 枝 に 近い 端 肢 の 内 側線 の ぶ ふくらみ は 時 純 で ある が 明 で ある 。 FEH : a 
(喜多 郡 ), BRE ZEHN (MED, Hr AFRE) DES (Fig. 2, a)o 

3. Japonaria longispinosa falcata n. subsp. (カマ が タバ バ ヤ スジ デ ) 
„EBRELTRRERHOUNNG 3 744 MEOT RIAKO $ DOART 

る 。 TILU—EZEEHL TH DEÜSHZEDT J. longispincsa の 亜 租 と し て 記載 する 。 EATR 
Bub. DR Biki BER 647 一 51mm, 49 一 51mm, BEA 8 7.5—8mm, 98—8.5mm, d. longispinosa 
ERIGIR CS 52o ZIER ARO ORAR BIT 1 ODER SAEE $ OTO SETS D 
上 選別 で きる 。 EN: 愛 治 村 (Fig. 2,b) 。 
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e Résumé 
Beitrage zur Kenntnis Japanischer Myriopoden. 


III. Aufsatz: Über 2 neue Arten und I neue Unterart von Japonaria. 
YASUNORI MIYOSI (Matuyama Kita Kötö-Gakkö) 
1. Japonaria spathulata n. sp. l 
Länge ca 45mm, Breite 7mm, Farbe hell gelbbraun (im Alkohol). Seitenflügel gut entwickelt, Vor- 
derecken rundlich und Hinterecken vom etwa 11. Segment an zahnartig nach hinten vortretend, 
caudalwärts immer länger und spitzer. Sternite glatt und unbeborstet. Vom etwa 9. Beinpaar an 
wachsen Coxaldorn und Präfemoraldorn. Sternite des 3. und 4. Beinpaares des € mit 2 grössere 
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Fig: 2 a. Japonaria longispinosa n. sp. Gonopode. 

Fig. 1 Japonaria spathulata n. b. Japonaria longispinosa falcata n. subsp. 

sp. Gonopoden. Gonopode. 
Zapfen. Gonopoden : Diese Art unterscheidet sich klar von den übrigen bekannten Arten der- 
selben Gattumg durch das’spachtelförmige Acropodit (Fig. 1: 2), und das beschreibt mehr als eine 
Kreiswindung. Am Ende des Femoralabschnittes (p) kein spitzer Zahn. Innenast (a) lang, schlank, ein- 
fach und an der inneren Basis des Innenasts fällt ein breite Lappen (1) auf. Das Ende des Acro- 
podit platt, breit und innen mit kurzem Rinnenast (r), der sehr winzig beborstet. Fundort : Sasaga- 
Mine (4£’r&) 1896m (Ehime-Ken), gesammelt von Herr Yositeru Murakami. 
2. Japonaria longispinosa n. sp. 

Körperlänge $ 45-52mm, Q 45-53mm. Breite © 7.5-8mm, 2 7.5-85mm. Farbe rotgelb oder 
blaulichgrün. Seitenflügel gross, die meisten Hinterecken rechtwinklig, nur auf den letzten 6-7 
Segmenten werden sie 3 eckig zahnförmig. Coxa und Präfemur mit Höckerchen oder Dorn am 
Ende der Unterseite, das vom etwa 14. Coxa und 11. Präfemur. 6. Coxa mit grossem Buckel. Zwischen 
den Hüften des 3. und 4. Beinpaares beim & mit 2 grössere Zapfen. Gonopoden denen von Japon- 
aria acutidens ähnlich, der Aussenast ist jedoch viel länger als das Acropoditenende. Innenast von 
derselben Gestalt und Grösse wie bei J. acutidens. Die einfache Vorwölbung auf der Innenseite des 
Endes von Acropodit deutlich ausgeprägt. Fundort: !zusi-Yama (820m), Maana-Mura, Misima-Mura 
(Nisiuwa-Gun), Yosifuzi-Mura (Ehim&-Ken). 

3. Japonaria longispinosa falcata n. subsp. 

Farbe gelblichgrün, Kopf Sternite und Beine gelblich:Länge & 47-51mm, 249-51mm. Breite $ 7.5- 
8mm, 2 8-8.5mm. Sehr nahe mit J. longispinosa verwandt, aber doch mit einer Vorwölbung und 


einer sichelförmigen Vorwölbung auf der Innenseite des Endes von Acropodit. Fundort : Aizi- 
Mura (Ehim&-Ken). f 
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